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ACAアンテナ鏡面精度測定用ホログラフィ受信機（2号機）の製作と性
能評価実験
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　 ALMAでは 10 um RMSを超える鏡面精度を測定するため、100 GHz帯での電波ホログラフィ法を採用し
ている。現在までに国立天文台から一式のホログラフィ受信機系が ALMA側に提供されているが、今後増えて
いくアンテナ台数に対応するため、現在我々はもう一式の受信機系製作を行なっている。また、測定機会が増え
ることによって故障リスクも増大するため、受信機 2号機はバックアップ用システムとしてもその重要性を増し
ている。　受信機 1号機はACA7mアンテナにおいて 2 um RMS程度の測定再現性を達成しており、2号機も同
等以上の性能を目標に製作された。2号機も基本設計、主要部品については 1号機と同じであるが、これまでの
運用中に問題の見つかった細かな点にはあらかじめ改修を施した。　講演ではシステムの詳細を改めて紹介し、
ACA12mアンテナを用いてチリ現地で行う受信機 2号機の評価実験の結果について発表する。


